






























も忘れられてはな ない。バ イント の発表では、ベルクソン研究者も分析哲学から学ぶべきだという態度を示しつつも、なぜ分析哲学においてベルクソンの研究が無視され続けてきたのかという点 つ 、ひとつの考えを示していて興味深い。それは、バートランド・ラッセルが、ベルクソン哲学を批判していたにもかかわ ず、心身問題に関して最終的にはベルクソン 同様の主張をするにいたっており、 かもその主張をベルクソンに帰することをしなか たというものだ。他にも生態学的心理学のＪ・Ｊ・ギブソンとの関係など、心の哲学を専攻 するのにとっても意味のある書物と っ いる。
